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第２回代表者会議 議事録 

２０１２年１０月１４日（日）市民文化会館 小会議室（２） 

 

出席（順不動）     

豊野 金井 八木崎 水島、玉野 立野 河野、西岡 

粕壁 小原 上沖 北村、中山、石井   

武里 中村、高木 幸松 三角、常田   

事務局：金田、栗原、土井 

進行：金田 

記録：栗原 

 

１．市への要望書について 

 

＜事務局より趣旨説明＞ 

「運営に関する要望」「指導員及び保育内容に関する要望」「施設改善その他要望」の３カテゴリーに

分けて要望をまとめた。重要な問題を中心に要望事項を列挙し、事前アンケートで提示された問題に

ついても盛り込む形で案を作成した。施設改善の個別要望以外は重点項目に絞った内容にする予定。

１０月中に項目を確定して１１月初めに市に提出するので、追加項目や意見については１０月中に事

務局まで連絡して欲しい。 

※詳細は要望書案参照。 

 

＜質問など＞ 

Q：指導員の研修はどのようなものが行われているのか？ 

A（事務局）： 

 本来、そうした情報は社協から父母に説明があってしかるべきだと思っているが・・・ 

 事務局でわかる範囲で説明するとすると・・・、 

 社協は指導員の研修に関しては指導員会の提案に承認作業を行っているだけ。 

 安全講習などを除けば、実際の研修内容は指導員会が計画して実施している。 

 社協職員は学童保育関連の研修に関しては素人。 

 それを補うためには外部研修が必須だが、社協は限られた地域と回数の外部研修しか認めていない。 

 意欲のある指導員は県外の研修に参加したり、年に複数回外部研修に参加しているが、社協は公務 

 として認めてくれない。 

 「研修の充実」という要望には、こうした現状を改善したいという願いが込められている。 

 

２．全国研について 

 

＜事務局より、概要説明＞ 

全国から５８００人余りが参加（沖縄  人、北海道  人）。 

全体会はさいたまスーパーアリーナで開催。埼玉県副知事、さいたま市長、前厚生労働大臣など来賓。 

NHK首都圏ニュースで報道。春日部市も後援。基調講演広木克久氏。 

分科会は獨協大学で実施。事務局３人は速報配布要員として参加。 

 

参加父母（武里高木さん、中村さん）より報告、感想など。 

 

３．社協主催「放課後児童クラブ運営連絡会」について 

 

１１月２４日（土）実施が決定。各クラブ 2名までの通知。 

 

４．各クラブから（状況と問題について） 
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（八木崎）要望を出しても、市長まで通じていないのでは？     

    毎年改善されないまま、子どもたちは進級し退室してしまう。 

（上沖）設備は比較的恵まれている。 

    台風の時、「学校休校の時はクラブも休室」の連絡が届かない。 

（粕壁）施設については恵まれている。    

    分割について査察があった（市、社協による）。 

    20歳の新卒指導員が３か月で退職･･･職場環境の問題？？ 

    「学級閉鎖で半日」の連絡が午前１０時に来てもどうにもならない。 

    学童への連絡も来たり来なかったり・・・。 

（豊野）教室使用で設備はあまり良くない。 

    調子の悪い子が横になる場所が無い。 

    地デジアンテナの設置を検討して欲しい。 

（立野）街灯が設置された。 

    保育課にも要望していたが、教育委員会へも要望書を出して直訴した結果、設置された。 

    PTAや校長へも話をした。 

    いろんんな方向からアプローチするのが良いのではないか。 

    物置、冷蔵庫も過去に父母会で購入したものを父母会費で更新した。 

（事務局）街灯の件、別ルートで実現したという事は、保育課が何もしていなかったという事かも？ 

（武里）学校敷地外にプレハブ。定員７０名に対し４０名しかいない。４０人で３５世帯くらい。 

    施設は比較的充実している。 

    父母会に興味を持っていない人が多い。 

    アンケートも行っているが、係を決めてもやらない人がいる。 

    どうしたら父母会を活発にできるか悩んでいる。他クラブの状況を聞きたい。 

（八木崎）父母会は盛り上がっている。 

    毎日迎えに来れない親が父母会だけは来る場合もある。 

（上沖）毎月第１金曜日の 6時半から父母会。父母会費も集金。 

    行事の係の人は大体参加する。 

    会費は全納可能。 

（事務局）定例会を減らすと、参加人数も減る。２回に１回でも参加し易い雰囲気作りが重要。 

    参加できない人を責めない。参加すれば子どもの話がたくさん聞ける事と、 

    自分の話を聞いても貰える事が重要。 

（事務局）行事等では校長や学校にも情報を流し、例えば職員室についたおもちを持って行くなどの 

    工夫が有効。 

 

 

     

   

 

 

 

 

  

 


